
宮崎県病院局障がい者活躍推進計画 実施状況

評価年度 令和５年度

目標に対する 採用に関する目標（障がい者の実雇用率）

達成度 目 標：２．６０％（令和５年６月１日時点）

結 果：２．４３％（令和５年６月１日時点）

定着に関する目標（任用期間中の離職率※）

目 標： ０％

結 果：３３％（３名任用し、うち１名が離職）

※ 当該年度に任用した非常勤職員の当該年度末日における離職率

取組内容の １．障がい者の活躍を推進する体制整備

実施状況 （組織面）

○障害者雇用推進者として経営管理課長を選任した（令和元年９月６

日に選任済）。

○５人以上の障がいのある職員を雇用する病院において、障害者職業

生活相談員として各病院事務次長を選任した。

○障がいのある職員の勤務環境整備や業務指導などを行わせるため、

県立宮崎病院に障がい者就労支援員を設置し、令和５年度から１名

増員し２名体制とした。

○障がい者雇用を促進する障がい者雇用病院責任者を独自に設け、各

病院事務次長を充てた。

（人材面）

○障がい者雇用病院責任者及び障害者職業生活相談員について、宮崎

労働局が開催する障害者職業生活相談員資格認定講習を受講させ

た。

２．障がい者の活躍の基本となる職務の選定・創出

○現に勤務する障がい者や今後採用する障がい者の能力等を踏まえ、

それぞれが安心して取組むことのできる業務の選定及び創出を行っ

た。

３．障がい者の活躍を推進するための環境整備・人事管理

（職務環境）

○現に勤務する障がい者や新規に採用した障がい者に対して、必要に

応じた面談等を行い、不安の解消に努めた。



（募集・採用）

○採用に当たっては、事前見学やトライアル勤務を実施し、就労前の

不安解消に努めた。

○また、募集・採用に当たっては、次の取扱いを行わずに実施した。

・特定の障がいを排除し、または、特定の障がいに限定する。

・「自力で通勤できること」といった条件を設定する。

・「介助者なしで業務遂行が可能」といった条件を設定する。

・「就労支援機関に所属・登録しており、雇用期間中支援が受けら

れること」といった条件を設定する。

・特定の就労支援機関等からのみの受入れを実施する。

（働き方）

○柔軟な勤務時間の設定をしたほか、時間単位の年次有給休暇、傷病

休暇などの各種休暇の利用を促進した。

（キャリア形成）

○任期付きの非常勤職員（会計年度任用職員）について、任期の終了

後においても当局における勤務経験も生かし引き続き公務内外で就

労できるよう、任期中における必要なサポート等を実施した。

（その他の人事管理）

○必要に応じて面談を実施し、状況把握・体調配慮を行った。

４．その他

○国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する

法律に基づき、障害者就労施設等への発注等に努めた。

「目標に対す 実雇用率は、基準日（令和５年６月１日時点）では法定雇用率及び

る達成度」及 目標値に達していないところではあるが、その後、令和５年１２月末

び「取組内容 日時点では実雇用率２．６８％に達した。

の実施状況」 また、宮崎病院においては、障がい者就労支援員を増員したことに

に対する点検 より、障がい者の会計年度任用職員としての任用を推進することがで

結果 きているなど、目標達成に向けて着実に進捗しているところである。

取組み内容については、おおむね計画に基づいた実施ができている

状況にある。


